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出席者　学校関係者 　　　 　8　名

　　　　生徒 　　　　　　　　　名

　　　　事務局（教職員）  　1　名

学校関係者評価

実施日　2012年 5月19日

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 学校関係者からの意見・要望・評価等

1 【基礎的な学問の取得】 【必修科目】 ←各部会ごとの達成状況

・授業全体としては申し分ありませ
ん。ただ残念なことは自主的な学習が
少ない事です。

【学問・研究の必要性】 【選択科目】
・5教科について自己学習ノートある
いは復習ノートの提出・確認を希望し
ます。

【総合的な学習の時間】

・『評価項目の達成状況』の『箱根研
修』において、体育・美術と『野外等
での観察、実習、見学』の相関がわか
りづらいと感じました。

・研修旅行後のレポート提出等、子供
は真剣に取り組んでおりました。
フィールドワークと研究を結びつける
学習のあり方は大学における高等教育
に準じる試みだと思っております。

・理科の実験レポート、体育のレポー
ト等、自分でよく調べ書いていまし
た。大学で学ぶものに近いものでし
た。非常に良いと思います。古典では
古事記を使用したり、特色あるもので
した。また、英語では積極的に大学入
試で使用する単語を覚えたりしていて
レベルの高い授業が伺えました。箱根
旅行についても旅行ではなく文字通り
「研修」であったと思います。

次年度への課題と改善策

・国語や社会の授業において、積極的に情報機器などを活用し
てレポートなどの創作指導を行ったり、研修・見学旅行などの
校外学習を利用して日本の伝統文化への理解を深めたり表現力
指導を行ったりして、図書館や収穫祭（文化祭）などにおいて
発表を行った。

・情報機器をより多くの授業で効率的に活
用する。
・継続的な資料収集・調査などの教材研究
を行う。

Ａ

・2011年3月の東日本大震災による南三陸町の被災により、研
修地を長野県諏訪市～新潟県糸魚川市周辺に変更し、水質調
査・ジオパーク見学を中心に据えた生物・化学、地学・物理の
実習を行った。

・図書館に書架を増設し、英書を増やす。

・4月～6月ギャラリーにおいて2011年度芸術B選択者による作
品展示を行った。

・「欅」第20号を発行し、生徒に諸活動・諸作品の発表の場を
提供し、教員はその指導を行った。

　将来、社会の各分野で先導
者として活動するため、また
慶應義塾大学に進学する前段
階として基礎的な学問を習得
させ、学問・研究の必要性を
知らせるとともに、自主的に
学習するように指導する。特
に大学一般教育課程に応じた
学習指導に留意し、学力の全
体的向上を図る。

　基礎的な学問を
習得させ、学問・
研究の必要性を知
らせるとともに、
自主的に学習する
ための指導の実施

・外国語授業において多読やbook reportの書き方などの語学
力を高める指導を行ったり、第1学年と第3学年においてGTECを
実施し大学授業への関心を高める動機付けを行った。

・各教科部会にお
いてきめ細かい指
導方針の確立と実
践
・必修科目、選択
科目、多様な語学
科目を充実させ、
幅広い学問的好奇
心等の要求に対応

・2009年度より、高大連携教育の一環として、大学理工学部1
年生対象の数学授業を聴講できる制度が始まった。
今年度3年生2名の希望者が聴講し、うち1名は合格レベルに達
した。

・日吉まで毎週聴講に行かなければならな
い、という地の利の悪さのためか、受講者
は少なかった。それにもかかわらず今年度
は初の聴講希望者が出た。次年度に向け
て、より高度な数学への興味関心を高める
指導を、更に充実させたい。

・総合的な学習の時間『箱根研修』における社会科ならびに家
庭科教育の一環として、伝統的な地場産業であるかまぼこ作り
の体験学習を行った。
また、「理科」においては、事前指導ならびに現地における火
山と地形に関する実習を行い、「体育」・「美術」の各教科に
おいても、事前指導と現地の野外等での観察、実習、見学を
行った。

学校関係者評価実施日とは、最終回の
学校評価懇談会を開催し、学校自己評
価を踏まえて評価を受けた日とする。

重　点　目　標

１　基礎的な学問の習得
２　個性と能力をのばす教育
３　学校行事とクラブ活動の充実
４　開かれた学校づくりの推進

現状と課題

2011年度　評　価　（2012年3月31日現在）

学　　　校　　　自　　　己　　　評　　　価

2011年度　　目　　標

評価項目の達成状況

（別紙様式）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

達
成
度

ほぼ達成　（8割以上）

概ね達成　（6割以上）

変化の兆し（4割以上）

不 十 分　（4割未満）

目指す学校像

2011年度　学校自己評価シート（慶應義塾志木高等学校）

独立自尊の気風を養い、自主性のある、品格の高い、明るい塾生を育成す
る教育を行う。

・総合的な学習の時間『語学課外講座』の教育の一環として、
調理実習を通じ、各国の文化と伝統を学ぶ機会が多くあった。

・より生徒の自主性を高めるために、旅程
の見直しや工夫の検討が必要と思われる。

・教科責任者会議
において情報共有
化と学習指導方針
の摺り合わせを図
る。

・選択社会C（第３学年次自由選択科目）では、法学的観点か
ら見学旅行に合わせて水俣病裁判などのテーマを取り上げて学
習し、その成果を収穫祭において展示発表した。



学校関係者評価

実施日　2012年 5月19日

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 学校関係者からの意見・要望・評価等次年度への課題と改善策現状と課題

2011年度　評　価　（2012年3月31日現在）

学　　　校　　　自　　　己　　　評　　　価

2011年度　　目　　標

評価項目の達成状況

1 【全体的な学習環境の充実】

・土曜日登校が始まる一方で、午前中
の休講時間が有る等、スケジュールの
バランスに関して御一考願えればと思
います。

2 【特色ある教育】

【ストレスケア】

3 【多様な学校行事】

・運動部、文化部共に盛んに活動して
いて良いと思います。やはり、部活動
の中が人間関係の構築やリーダーシッ
プを養う最も良い環境であると思いま
す。

・少なくとも複数年をかけて達成する
ようなオーストラリアの交換留学等に
ついては、『始めた』というだけで
は、達成度『A』は不適切と考えま
す。また、ストレスケアに対する『次
年度への課題と改善策』の文章では、
『調査・分析し』とありますが、これ
まで実施されていなかったか、対応が
不十分であったことになります。

・『評価項目の達成状況』のクラブ活
動において、『基本的な生活態度を整
えることが出来た』とあります。しか
し、本校の生徒としてふさわしくない
姿勢・行動等を見受けます。他生徒へ
の影響も考慮して、適切な指導育成の
継続をお願いいたします。

・クラブ活動もそれなりの結果が伴
い、文武を究めようとしている体制を
評価します。リーダーシップの育成に
心がけている考え方にも共感できま
す。

・卒業後の進路について考える機会を増や
す。

・すべてのホームルーム教室にAV機器を設置し、視覚・聴覚に
働きかけるように授業の充実を図った。

・オーストラリアのToowoomba Grammar School との交流を開
始するプロジェクトを始めた。

Ａ

・スケジュール管理を徹底する。
・実行委員の役職分担の見直しを行う。

・生徒会が、第2学年研修旅行先である、東日本大震災におい
て被災した南三陸町への募金を行い、集まった約100万円を校
長を通じて、南三陸町長と志津川漁協に手渡した。
　同様に生徒会が募金活動により、画材を購入し画板とともに
約100セットを志津川小学校に寄付した。

・例年、教職員、医師、カウンセラーらがチームとなって、
様々な問題を抱えている生徒に対応している。

・本校生徒にみられる精神的成長（その過
程で生じる不安感や悩みなども含む）の特
徴を調査・分析し、今後の教育活動に活か
す。

・2012年度よりオーストラリアの高校と短
期交換留学制度を設け、生徒の派遣と受け
入れを行う。

・2012年度は文楽鑑賞教室を開催する予
定。

Ａ

・生徒・教職員共にBLS講習会を実施し、日常生活の中での健
康危機に即座に対応できるように努めた。

・健康管理を徹底する。

・例年通り、本校主催による学部説明会を実施したり、慶應義
塾大学各学部主催による説明会・見学会や模擬授業が実施され
た。

・「研究紀要」第42輯、「ことばと文化」第16号を発行し、教
育、研究の発表の場を充実させた。

・HR活動、生徒会
活動、体育系・文
化系クラブ活動に
おいての適正な指
導を図る。

・学校行事を催すにあたり、生徒の自主的な活動をサポートす
る形で、自己表現と団結の時間と場所を共有することが出来
た。

・旅行、体育行事をはじめ、教員会議にて目的の確認、実施季
節等詳細に改善策を討論し始めたので、近年中にはより良い方
向へ向かうと思われる。

　現在の生徒数による教育の
長所を生かし、教員と生徒と
の人間的接触につとめながら
個性と能力をのばす特色ある
教育を行う。

　教員と生徒との
人間的接触につと
めながら個性と能
力をのばす特色あ
る教育の実践

・クラス担任のみ
ならず全教職員、
医師、スクールカ
ウンセラーによる
きめ細かい指導の
実践

・教員会議におい
て生徒の現況の情
報共有化と協力体
制を図る。

　生徒を多様な学校行事とク
ラブ活動等に参加させること
により、良好な人間関係や規
範意識を育成し、積極的に心
身の健康の増進を図り、リー
ダーシップを培う教育を行
う。

　生徒が自主的に
学校行事、各人に
適したスポーツ、
アート、リサー
チ、各種のプロ
ジェクト等に参加
するための指導の
実践。

・学級担任会、生
活委員会、体育部
会・文化部会等に
おいてきめ細かい
指導方針の確立と
実践
・学校行事、体育
系・文化系クラブ
活動の選択肢の充
実

・国語の選択授業では、農業高校時代からの伝統を生かし、米
作り(二年目)を行い、日本文化の基盤である稲作に対する理解
を深めた。

・埼玉県赤十字血液センターの献血車を構内に招き、献血活動
に協力した。

・体育行事関連は例年通り、事故無く執り行うことが達成でき
た。さらに、全ての行事に関して内容の改善にはさらに工夫が
必要である。クラスマッチの雨天時の対策、学年行事の充実化
に課題が残る。

・2年生全員が国立劇場での歌舞伎鑑賞教室に参加した。

・林業体験（＝志木の森ツアー）を実施した。



学校関係者評価

実施日　2012年 5月19日

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 学校関係者からの意見・要望・評価等次年度への課題と改善策現状と課題

2011年度　評　価　（2012年3月31日現在）

学　　　校　　　自　　　己　　　評　　　価

2011年度　　目　　標

評価項目の達成状況

3

4 【広報活動】

【授業に絡めた地域理解】

【クラブ活動を通じた地域交流】

・学校が地域の中心となって文化活動
に取り組む考え方は「産学」や地域交
流に繋がる発展を感じます。是非、社
会を意識した教育のあり方を実践して
頂きたいと思います。

・非常に良い地域交流を行っていると
思います。教職員及び生徒は学年・ク
ラスを越えて、１チーム6-10人程度で
分け、2-3時間、地域(志木駅周辺、朝
霞台、柳瀬川・朝霞・新座駅など)を分
割して街頭ゴミ(空き缶、ペットボト
ル、吸い殻、ガムなど)拾いを実施した
らどうでしょうか？持ち物は軍手・ゴ
ム手袋、ゴミ袋、ハンカチ、飲料水、
服装は体操着。実施日は授業に影響の
無い夏休み・冬休みの一日。(可能な場
合、家族も参加する。)生徒にとっても
良い経験となり、チームごとにゴミ拾
いをしながら自己紹介、会話を楽しみ
ながら行うのも良い交流となります。
（トイレは事前に済ませておく、途中
休憩を2～3度入れる）

・学校掲示板（正門脇）の有効活用を議論
し、実施する。

・公式ホームページの内容や更新頻度の見
直し、公式ホームページのニュース欄を利
用した各種行事、部活動の戦績などの積極
的公開に向けての仕組みづくりを行う。
・各行事などの報告をホームページに、よ
り詳細に載せる。
・クラブ活動報告などを各クラブのホーム
ページに載せる。

・PTA総会、学校説明会、保護者会を例年どおり行った。

・器楽部が志木市立志木小学校にて、3・4年生の学年行事とし
て演奏会を行った。
・器楽部が「第13回定期演奏会」（3月18日、志木市民会館）
を開催、地域の方々を中心とした800名近くの来客があった。

・広報活動をより活発にして、学校行事に
限らず、さらなる情報の発信を図る。
・「学校案内」の定期的な更新を行う。

Ｂ

・正門脇に設置した掲示板により、「校内自然観察会の案
内」、「緑の羽根募金の結果」などを掲示し、地域住民の方々
へ情報を提供した。

・公式ホームページの全面リニューアル作業を計画・継続中で
ある。

・卒業生・在校生の協力を得ながら「学校案内」の全面リ
ニューアルを行い、「学校案内2012」を刊行した。

・各種コンクール・コンテストなどへの個
人・グループでの応募を積極的に奨励して
いく。

・各クラブ活動の様子を、ホームページな
どに掲載し、情報を充実させる。

・マンドリンクラブは、2011年3月開催予定で、東日本大震災
の影響により中止された第45回定期演奏会を、5月に延期して
開催した。また、2012年3月には第46回定期演奏会を開催し
た。第48回関東高等学校マンドリンクラブの集いや第48回ALL
KMC（慶應義塾マンドリンクラブ）コンサートに参加し、他の
高等学校や大学などと交流を深めた。

・ワグネル・ソサィエティー男声合唱団が県、関東代表として
全日本合唱コンクール全国大会に出場し、銅賞を受賞した。

【クラブ活動】

・教員会議におい
て活動状況の情報
共有化と協力体制
を図る。

・器楽部が吹奏楽コンクールにおいて地区、県、西関東と代表
として進み、東日本大会において銀賞を受賞した。

・クラブ活動を通して、基本的な生活態度を整えることが出来
た。縦の繋がりの希薄な世代において、上級生が下級生をしっ
かり指導し、統制をとることのできる環境作りが出来た。

・各種小論文コンクール等への参加や出品を、積極的に行っ
た。

・福島第一原子力発電所の放射能漏えいが発覚した直後、3月
22日より、放射線量計を用いた独自の計測を開始し、校内にお
ける生徒の活動に支障が出ることがないか、監視に努めた。ま
た、水泳授業の実施に不安を訴える保護者に対して、調査範囲
を広げた上で保護者会、PTA総会などでの情報公開に努めた。

・2011年11月より、モニタリングポストの設置により、放射線
量計測を自動化するとともに、計測値をweb上で誰もが見られ
るような形にして、情報公開に努めた。

　ホームページ等で情報を有
効に発信し、学校行事、学校
施設等を開放するとともに、
本校生徒が小学校、中学校、
養老施設等を訪問し、交流を
図る。

　家庭、地域社会
に対する積極的な
情報の発信、オー
プンキャンパスの
実施、生徒の積極
的な地域活動への
参加

・各委員会の連携
と内容の充実

・入学時の活動時間に制限が是非とも必要
である。

・クラブ活動における事故対応について、
現状より更に家庭との連絡を密にし、復帰
後のケアを充実させる。



学校関係者評価

実施日　2012年 5月19日

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 学校関係者からの意見・要望・評価等次年度への課題と改善策現状と課題

2011年度　評　価　（2012年3月31日現在）

学　　　校　　　自　　　己　　　評　　　価

2011年度　　目　　標

評価項目の達成状況

4 【学校行事を通じた地域交流】

【学校施設を利用した地域交流】

・『評価項目の達成状況』の最後の件
で、『学校全体としてはより工夫が必
要』とする理由・背景をご説明くださ
い。『次年度への課題と改善策』の最
後から2つ目と最後の件で、『地域に
オープンにしていく』『開放について
不十分な面もある』とありますが、関
係者以外立入禁止等、セキュリティに
関しては社会全体として意識を強めて
いる昨今、生徒の安全を第一に考える
べきです。開放等については、セキュ
リティに関する対応を併行又は事前に
行うべきと考えます。『次年度への課
題と改善策』の最後から2つ目の件
で、『本校が地域の文化的拠点となる
ような方向で設備を整備していくこと
を考えるべき』とあります。この考え
方はわかりますが、まずは生徒のため
の設備を考えるべきです。

・近隣（志木市、朝霞市、新座市）在住の方々を対象とした校
内自然観察会を5月と9月の2度開催し、105名の参加を得た。こ
れにより、3年間での累計参加者数は550名を超えた。

・2011年3月の東日本大震災発生時、学校に在勤の教職員と協
力し、帰宅困難となった生徒、試合観戦で来校の保護者ならび
に不安を訴える近隣の住民の方に校舎の一部を開放し、休憩場
所を提供した。また、乾パン、飲料の配布も行なった。

・ＯＢや一般市民向けの本校教員による公
開講座実施などの可能性の検討が望まれ
る。

・ワグネル・ソサイェティー男声合唱団が中学校の3年生を送
る会での招待演奏、埼玉県おかあさんコーラス大会でのゲスト
出演、ホテルでのロビーコンサートなど地域との交流をはかっ
た。

・教員個人レベルでは地域との活動はあったと思うが、学校全
体としてはより工夫が必要である。

・本校に場所を提供しどんぐり拾いを行い、近隣小学生が参加
した散策会（どんぐり拾い他）用にプリント（どんぐり地図)
を作成して支援した。

・本校の恵まれた自然環境を生かして地域
にオープンにしていく工夫を学校全体とし
て議論していきたい。将来的にはなるべく
早く多目的棟を建設し、本校が地域の文化
的拠点となるような方向で設備を整理して
いくことを考えるべきである。

・収穫祭（文化祭の名称）において、校長を始めとする複数の
教員による模擬授業を行い、一般の方々にも授業に参加して体
験していただける機会を設けた。また、生徒会ブースでは、高
校生の視点で本校に対する質問コーナーを設け、一般の方々に
本校への理解を深めていただける機会を設けた。

・学校施設の地域社会への開放について不
十分な面もあるので、今後も検討を行う。


